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明治初期におけるわが国の物理学の草創期は，化学と
同様にハラタマ，リッテルによる当時の西欧の科学の紹
介によるところが大きい。特にリッテルの「物理日記」
を用いて勉学した人々は多いといわれている（１）。とこ
ろが，彼がどの物理学資料を用いて，講義を行っていた
かは明らかでない。一方明治期にはガノー，クェツケン
ボスのテキストなどが多く用いられていた（２，３)。例
えば，明治９年の大阪英語学校の物理教科書はクェツケ
ンボス，シンプソンおよびガノーのテキストが用いられ
ていた（４）。加賀藩では明治３年に金沢医学館が現金沢
市大手町に設立され，翌４年にオランダ陸軍一等軍医
RJ.A・スロイスが３月に着き，早速医学生に基礎科目とし
て「舎密学」と共に「究理学」の講義をした。彼がオラ
ンダ語で口述した講義は翻訳され，学生の一人，藤本純
吉により筆記されて，その講義録は現在金沢市立玉川図
書館近世史料館に収蔵されている（５，６)。「舎密学」
は1867年に出版されたＷＨミラーの「Elementsof
Chemistry｣を講義資料として当時の最新化学を講義して
いたことが明らかになっている（７－９)。さらに，この
「舎密学」の分光分析でのキルフイホフ・ブンゼンの分
光器の講義，さらに「究理学」の光学論で分光器の講義
が行われ，後者はガノーの「ElementaryTreatiseon
PhysicsExperimentalandApplied,tEbyEAtkinson」の第
３版が使用されたと推定された（９，１０)。
本研究ではほぼ同時期（明治４年）に行われた金沢医
学館でのスロイスの「究理学」の講義録と大阪理学所で
のリッテルの物理学の講義録「物理日記」を比較した
（11)。その結果，特に注目される事項としてリッテル
は｢電磁気論｣の講義は行っていないが，スロイスは行っ
ていた事が明らかとなった。それは藤本純吉の筆記した
講義録の「巻之二」の後半から「巻之三」全編にわたり
記述されている（６）。これ以前には電磁気論のまとまっ
た講義はわが国では行われてはいないことから，このス
ロイスの「エレキ論，マク子一卜論」は正に電磁気学の
最初の講義である。この様な理由から，本報ではスロイ
スの「究理学」講義の中から特に「エレキ論」と「マク
子一卜論」を取上げ，その内容を紹介する。今回の研究
で，スロイスはガノーのテキストのみでなく，複数の物
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多シ･古人初テ「マク子一卜」ヲMagnetir（地名即ケ
レー子アシヤ，中アフリカトアジアノ間二アリ）二於
イテ見出セリ。人工「マク子一卜」ハ鋼鉄＝摩擦或エレ
キテル作用二依テ持続｢マク子一卜｣性ヲ与へシ者ナリ。
（以下略)」
理学書を講義資料としていた事が明らかとなった。講義
録の原文はオランダ語での口述を翻訳したものを筆記し
たものであるために，内容を理解し難い文章がある。そ
のためにガノーのテキスト（１４版，１７版）に記載され
ている内容と比較し検討した結果を付け加えた（12,13)。
特に重要なものは英文のままで付けた。また，この藤本
の講義録に描かれた実験機器の図は簡略に描かれたもの
が多く，同じ図がガノーのテキストに見られる場合には，
後者より引用した。講義録「究理学」より引用した原文
の仮名使いはそのままカタカナで表記した。送り仮名は
原文のままであるが，句読点などは付け加えた。原文中
の括弧（ｘｘ）内の言葉は訳語として新たに加えたもの
である。
＊この記述法は古いものである。スロイスは「舎密
学｣では,magnetischijzeroxydeFb304と記している(14)。
とあり，続いてマグネットの引力と距離の関係，高い温
度により引力は減少すること，マグネットを熾紅に熱す
ると全く引力を失うなど，磁石の性質を記述している。
マグネットの極「ポーレン」を北極，南極と名付ける。
マグネットを糸で吊るすと，北極は地球の北極に，南極
は地球の南極に向かうと記している。マグネットに関す
る法則として次ぎのものを記している。
『法則両極同名ナルトキハ互二撞放ス性ヲ有ス。両
極不同名ナルトキハ之二反ス｡」
1．リッテルの「物理曰記」とスロイスの「究
理学」の内容の比較
まず初めにリッテルが明治３年１２月から行った物理
学講義の記録「物理日記」（文部省版）とスロイスが明治
４年３月から行った物理学講義の記録「究理学」の内容
を比較すると，リッテルは初編巻１－巻６で「物`性」「力
学」「液体，固体,気体運動」を，二編巻１－巻６では「音
響学」「光学（鏡，プリズム，レンズ，光の屈折，吸収，
目，旋光`性)」を講義していた。一方，スロイスは「究理
学」巻之一では物理学総論（気体，液体，固体物`性論)，
巻之二では「ポンプ，物体落下，振り子，斜面,」「音響
論」「マグネット｣，巻之三では「エレキ打鐘」に始まり
全巻「エレキ論」である。巻之四では「光学論」となっ
ている｡両者の大きな違いはスロイス講義には｢マク子一
卜論」と「エレキ論」があるが，リッテル講義には無い
ことである。
２－２．マク子一トヒポテーセ
『夫鉄ハ許多ノ「モルキュレ」ヨリナル者ニシテ，恐ラ
ク此「モルキュレ」ノ周囲二密ナル流動体有リテ，若其
鉄ヲ摩擦シ，或ハエレキ性ヲ与フルトキハ，其流体南北
二分し，其南方ノルシェルタン卜」ハ南極=働キ，北
方ノルシェルタン卜」ハ北極=働ク者ナランカ。又「マ
グネート」ハエレキノ鉄ノ分子中ヲ流通スル者ナラン｡』
また「｢マク子一卜」物質ハ「マク子一卜」カニ依テ引ル
ル物ナリ。例之鉄，ニッケル，コバルト，ホロミューム
ナリ。「マク子一卜」物質ト「マク子一卜」ノ差異ハ左二
依テ明ナリ｡」
「マク子一卜保有力」では鋼鉄をマグネットとする時は
軟鉄よりも難しいけれども，マグネットカを良く保有す
る。マグネットを二つに切るときは，それぞれ南北極を
もつマグネットとなる｡鉄分子のマグネットの流動体ル
シェルタント）は南北に分かれるのであるとの仮説を説
明している。Hlmday氏は，マグネットが或る物質を撞放
する事を発見して，これを「diamagnetischeストッヘン」
と云い，鉛，ピスミットロウ，硫黄，水，リンおよび
火炎がこれに当たるとの説明がある。
「地球上マク子一ト」では，地磁気について，地磁気の
２－１．磁石論Magnetismus
「｢マク子一卜」ハ鉄或一ニノ鉱属即nikkeLkobalt，
chmmium等ヲ引性ヲ有スル者ナリ。但シ,鉄鉱属ノ内，
最鉄ヲ引者ナリ。「マク子一卜」=自然性及人工`性ノ別ア
リ。自然`性ハ酸化鉄ヨリナル。此酸化鉄ヲ「マク子一チ
セヲキシーデ」卜名付。其「マク子一チセヲキシーデ」
ハ比Ｏ＋Fb203＊ヨリナル。此「マク子一トヲキシーデ」
ハ地球上所々ノ部分二存在シ，最「ノールウェヘン」二
２
百年毎の変化，年中変化，日中変化，不意変化，磁針偏
差計，船用磁石等が記されているが略す。
していた。「摩擦に依ってエレキ機能を発する法」では琉
珀，「ブリーフェンラック」（樹脂)，「ガラス｣,guttapelcha，
硫，硝子，絹，コロジュム，等を羅紗，ネコ皮で摩擦す
るときはエレキ機能を発生すると説明している。２－３．マグネットの製造法
「単摩擦法｣，「各別摩擦法｣，「重複摩擦法｣，「地球感
動を以ってマグネットカを起す法｣，「光線感動を以って
マグネットカを起す法｣，「エレキ感動を以ってマグネッ
トカを起す法｣，「Elias法（銅線でコイルを作り，その内
部に鋼鉄を入れて，ルーチフレス」または電池の両極に
銅線をつなぎ，電流を流して磁化する法｡)」が書かれて
いる。ここでは「マグネットトエレキテルトハ其ノ理ハ
最モ一致スル者デアル」と重要な事柄を述べている。
３－２．エレキテルスリヘルエレキ振子
『是「フリールピット」接骨木髄（ニワトコの髄）或
「キュルク」ノ細小球ヲ絹糸ヲ以硝子ノ「スタンダール
ド」=係ケ，而其側ニエレキ体ヲ持来ストキハ，直チニ
其体二固着シ,而后又其体ヨリ突放サルル｡」と説明して，
「エレキ体ノ摩擦シタルー端ヲ此器械ノ側二持来ストキ
ハ作用ヲ起セドモ，若他ノー端ヲ持来ストキハ其作用ヲ
起サス｡」と述べ，電気良（善）導体と難導体の説明をし
ている。「善導体ハ鉱属，anthracit1，graphite，コーク
ス，能焼ダル木炭，スワーフルロード２，塩類溶解液，
常水,動植二物及湿気ヲ帯ダル体.難導体ハ氷,水蒸気，
硫，「ハルス３｣，ホムラツク４，ヒユツタペルカ５，カウ
チューク６，テルペンテーンヘースト，絹，硝子，ジア
マント，不燃木炭，油類．空気及気状体ハ乾燥ナルニ随
テエレキカヲ導ク事困難ナリ。」とある。
１．煙炭，２．硫化鉛，３．ガラス，４ゴム，５．樹
脂，６．弾性ゴム。
その結果導かれた次ぎの法則を記している。
『法則：同名「エレキテルシテート」ハ互ヒニ突放
シ，不同名「エレキテルシテート」ハ互二接着スル性ヲ
有ス｡」（エレキテルシテートー電気符号，この場
合は同「符号の電気」の意味で使用されている｡）
３－１．エレキ論，越礼木論
『エレキ越礼木論，Electricitaエレキトリシタス，
ヒリーキセ語ノエレキトロン：
即チ琉珀卜云ウ語二基ヅキ名ヅクモノナリ。是琉珀ヲ以
テ初テ越列吉`性ヲ発明セシ者ナリ。夫エレキカハ天然カ
ニシテ引力，放突力，及ピ動物ヲ激動スル者ナリ。且エ
レキカヲ以舎密作用及他ノ種々ノ現像ヲ徴ス。エレキカ
ハ摩擦，圧縮，温，舎密作用，マグネートカ，機能及エ
レキ機能ヲ以テ起シ得ル｡夫エレキノ本体ハ未詳ナラス，
然しドモ究理上=於イテハ，左ノ理二基キ論ス。即諾体
中ニハ必二様ノエレキテル流動液現存スル者ニシテ常二
互二引性ヲ有ス。此流動体ハ摩擦等ヲ以能二様二分裂セ
シメ得ル。然ルトキハ其体エレキ機能ヲ為ス。此流動液
ヲglas或positive｢エレキテリステート」符号＋，及ｈａｒｓ
或negative「エレキテルステート」符号一二分ツ。若－
体中二同量ノ「ポシチーフェ」及「ネガチーフェ」液ヲ
含ムトキニハ，其体ヲ中性卜名付，是エレキ機能ヲ発セ
サル者ナリ。」
３－３摩擦法則
「若一物ヲ他物ヲ以摩擦スルトキハ，其一物ハ「ポス
チーフ」トナリ，一物ハ「子ガチーフ」トナル。如何ト
ナレバ己ニエレキカヲ有シタルエレキ振子ノ側二摩擦シ
タル両物ヲ持来ストキニハ，其一物ニテハ是ヲ引又一物
ニテハ是ヲ突放ス｡」
と述べ，次ぎの表は左にあるものはその右にあるもの以
下を摩擦するときは，左側のものが「ポスチーフ」とな
り，下位のものが「子ガチーフ」となると説明している。
＋Kattenvel，glas，wol，papire，zijve，ｌａｋｏｆｈａｒｓ，
barnsteen,zwavel-（順に，ネコ皮，硝子，ウール，
紙，鉄，樹脂，琉珀，硫黄）
と説明している。当時，電気をどの様に理解していたか
がよく解かる゜マグネットと同様に物体中には「二様の
エレキテル流動液」が存在すると考えていたのである。
その一つを「ポジティブエレキテリ液」とし，他を「ネ
ガティブエレキテリ液」としていた。電気現象として物
理的現象，化学的現象，生理的現象が起きることは知ら
れていた。この電気の流れに対して良導体と非良導体が
あることを，「エレキ振り子」を用いた次の実験から識別
３
３－４江礼幾力測量
『第一法則：二筒ノエレキ体ノ引力及撞放カノ強サハ
其距離ノ「ヒールカント＊」二逆比例スル者ナリ。』「第
二法則：若両体ノ距離同シキトキハ其カノ強サハ其体=
含ム所ノエレキカニ||頂比例スル者ナリ｡」
＊二乗
これらの法則はCouloInb氏の絞窄バランス（torsion
balance）によって明らかにされたものである(図１)。こ
のバランスの説明が詳細に記されている。
－－０
続いて，物体の電気密度は表面に局在する事，特に尖
端部には最大の密度となることを説明している。
「エレキカのインジクシー作用」（誘導現象)，「距離を隔
ててエレキカを分配するの法｣(放電)，｢エレキ体の運動」
の説明があり，金箔検電器(図２）の話しと移っている。
Bennettsの検電器についての説明があるが略す。
図２．GoudbIadelectroskoopGoId-leafelectroscope
金箔検電器（16)。藤本の簡略図がある。
Electriseermachines,Electmphoor（電気盆)，Ramsden
の摩擦起電機（図３）について記している。『是銅ノ小棹
ノ上方二割度シタル半円固着シ，而其半円間二最微ナル
鯨鬚尖二接骨木髄ノ小球ヲ固着セシ者ナリ｡」と本器の説
明がある。
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■
図３．Ramsdenの摩擦起電機（17)。藤本の簡略図がある。
３－５越列幾発顕
電気の放電によるスパークについての説明である。
「若エレキヲ含ンダル「コンヂクトール」ノ近傍二指
ヲ持来ストキニハ，其「コンヂクトール」ヨリ透明光輝
及音ヲ有シタル焔ヲ発シ，而其炎ノ発生消滅ノ速力ナル
ハ殆モ電光ノ如シ。若指卜「コンヂクトール」ノ間近キ
トキハ其焔ハ直線ナリ。若其距離六七栂ナルトキハ其炎
ハ樹枝ノ如シ。若又其距離尚遠キトキハ焔ハzigzag状ヲ図１．クーロンのトーションバランス（15)。藤本の簡略図がある。．
４
ナス。此第二，第三ノ炎ハ電光ノー箇ノ不同名エレキヲ
有シタル蔭雲間二発生スルニ同ジ｡」
箱の中に組み込んだものであり，瓶の外面の錫箔は箱の
内面に貼った錫箔と接している。中心の金属棹は金属棒
で接続する。これにより金属箔の表面積が増加して，大
量の電気を貯えることが出来る。
「其五CondenselenaleelectlometervanVblta，
VOlta'scondensingelectIDscope」ボルタの考案によるも
ので，金箔エレキトロメートル（ライデン瓶）に二箇の
コンデンセーレンデ板を加えた構造のものである。
以上，電気の物理的諸性質，発電，傳導'性，放電，検電，
蓄電等を記している。
指を静電気で荷電した「コンヂクトール」（導体）に触
れた時の放電の様子の説明である。
３－６．エレキ密集Condensator
電気を貯める方法（蓄電）として次ぎのものを上げてい
る。
「其一フランクレーン氏ノ板（Franklin'splate）
是一筒ノ硝子板ヨリナリ，而其硝子板ハ木ノ額中ニポパメ，
其硝子板ノ両面ハ錫ノ薄板ヲ以テ被う。但其額縁卜錫ト
ノ問二些少ノ硝子ヲ露出スベシ。且両面ノ錫ハ互二連接
セスメ，一面ノ錫ハ些少ナル錫板ヲ以テ額縁=接シ，而
其所ノ環ノ鎖ヲ以テ地上二通スル者二接着ス(以下略)｡」
４－１．エレキの性質と働き
摩擦越礼木の器械作用の発現では，
「第一生理学上作用』として摩擦電気による電気刺激
について説明している。
「第二エレキ発光作用：是二筒ノエレキ流動体梢強キ
張力ヲ以テ互二結合スルトキハ必ず光ヲ発ス，而此光ハ
種々ノ色ヲ有ス。若尖端ヲ有シタルニ筒ノ木炭間二発焔
スルトキハ黄色ナリ。又二箇ノ鍍銀シタル銅球間二発焔
スルトキハ緑色ナリ。又象牙ノ球ノ間或ハ木球間二発ス
ルトキハ赤色ナリ。又酸素或ハ雰囲気中二発スル者ハ白
色ナリ。又真空中二発スル者ハ鮮赤ニシテ甚ダ美ナリ｡」
（以下略）
以上は放電についての説明である。張力は電圧を意味し
ている。
エレキ卵，フリッケル瓶，閃発瓶，閃発管，トーフルロ
イドがあるが|略す。
「第三エレキ発温作用，第四エレキ磁石作用，第五
エレキ器械'性作用」は略す。
「第六エレキの舎性作用』
電気の示す化学的作用について説明している。電気放
電により物質が分解（分析）される事と，逆にガス混合
物に電気放電することにより，化学反応は進むことを例
を挙げて説明している。
これはコンデンサーの説明である。コンデンサーの荷
電を除くための道具として「ヲントラードタング」
（dischargingmd）があり，これをコンデンサーに触れる
ことにより放電することが出来る。
「其二レーチェフレスLeidenerFlasche(独）
Lydenjal；ライデン瓶
是広キロヲ有シタル瓶ニシテ，其大小ハエレキヲ密集セ
シメント欲スル度=関ス。又，其瓶ノ内面ハ錫薄板ヲ以
テ張り，或ハ鉱属屑ヲ入し置クベシ。且瓶ノ外面及底面
モ錫薄板ヲ以被フト錐モ瓶口進部ハ被フベカラズ。又其
瓶ロハ「シッケルラック*」ヲ以テ塗リタル「キュルク」
ヲ以密閉シ，而其キュルクノ中央二銅棹ヲ挿入シ，其棹
ノ上端ハ球二終ワリ，其下端ハ瓶中=於イテ錫薄板卜接
着スルカ又ハ鉱属屑二接着スベシ｡」
脚注には，「｢和蘭レーデン」ノ学生何某或夜エレキ酒
ヲ呑マント欲シテ，ソノ酒中二鉱属棹ヲ挿入シ以テエレ
キヲ通シ，而后是ヲ唇辺二持来シ激動ヲ感ジ是二依テ遂
二此瓶ヲ発明セシ。一説ニハ彼ノ教師RvanMuss-
chenbmek氏ガ発明ナリト方ウ｡」とある。
＊Schellackラック貝殻虫の分泌する樹脂状物質電気絶
縁材料，ワニスに使用。
『其三包物ヲ有セル「レイチフレス｣」は略す。
「其四エレキバッテレー」上のライデン瓶の四筒を
「夫此作用ハ物体ヲエレキ焔ヲ以抱合或分析セシムノレ
ナリ。例ヘハ，水・炭酸・酸化鉱属等ハエレキ焔ヲ以分
析サル者ナリ。又エレメント混合物ハエレキ焔ヲ以抱合
スル事有り。例之，水素・酸素ノ混合物中ニエレキ焔ヲ
通スルトキハ水トナルガ如シ。（以下略)』「エレキ』性ビス
５
検スル事左ノ如シ。動物エレキ存在スル事明ラカナリ。
且以上ノエレキヲ「エーヘンストロームハンキツキホ
ルス」（蛙ノ固有流通）卜云ウ｡」とあり，図４の様に亜
鉛（ｚ）と銅（ｃ）よりなる金属導体を手に持って，一
方は神経と脊椎の間に，他方は脚の筋肉に触れると，脚
の筋肉は収敞する(図の破線で示したもの)。このGalvani
の実験に対してVbltaが次の反論をした。
トール」の説明がある。さらに，混合気体中の酸素量を
定量する方法として「オジオメートル」の説明がある。
『又此理二基テ「オジオメートル」eudiometerヲ製セ
シ。夫此器ハ雰囲気中二存在スル酸素ノ量ヲ計ル用ヲ成
ス者ナリ。是強キ厚壁ヲ有シタル硝子管ヨリナリ，其下
裏ロヲ開キ，上方ハ密閉シ而一ノ鉱属体ヲ送り入し，而
其の棹上下球二終ワル，又其下ノ球二対シテーノ鉱属球
有り，是施螺ヲ以管中二止メル。（以下略)」
４－３ＶｏＩｔａの反論とコンタクト説
『又其トキニ方テ，理学ノ教師ホルダー氏有リテ，常
ニハルハニー氏ノ説ヲ抵抗セシ。且ホルダー氏ハ銅卜亜
鉛板ヲ鋳着シ，而后濡ダル指ヲ「コンデンセーレンテエ
レキトロメートル'」ノ上板二当テ，而后亜鉛ノ部ヲ他
ノ手二持チ，銅ノ部ヲ「コンデンセーレンデエレキトロ
メートル」ノ下板ニアテ，其后指及亜鉛・銅ノ鋳着板並
二上カノ板ヲ取除クタルトキハ，金葉2互二放離ス。此
発顕二基ヅキ左ノ法則ヲ定ム。
第一若二個ノ不同種類ノ体ヲ合スルトキハ，其面二多
少ノカヲ生ス。之ヲホルダー氏ハelectromotorische
kmcht卜云ウ。是エレキヲ生ル際ノカト云ウ。且此カ
ノ作用八二個ノ異体ノエレキ流動物ヲ分チ,一体ガ｢ポ
スチーフ」トナシ，一体ヲ「ネガチーフ」トナシ，而不
同各種ヲ互二結合スルヲ防グル者ナリ。故二筒ノ作用ア
リ。ホルダー氏ハ此理ハ，只異体ノ触合スルニ依テ生ス
ル者トス。故二是ヲ「コンタクトテオリ」ト云ウ。但シ
近時ハ是ヲ舎密作用ト言ウ｡」
lcondensingelectroscope，２上記エレクトロスコープ
内につるされた金箔goldleaveso
ガノーのテキストにはコンタクトセオリーが次のよう
に記るされている（19)。
『Contacttheory：Whentwohetemgenoussubstancesare
placedincontact,oneofthemalwaysassumesthepositive
andtheotherthenegativeelectricalcondition.」
と同様の説明がある。
「第二若二箇ノ異体互二触合スル時ハ，其体エレキ
ノ点霞上着異ハ常二同等ナリ。ホルダー氏是｢エレキテー
セモトリーセ」カハ触合スルニ筒ノ体二依テ異ナル事ヲ
着目ス。是二依テ物体ヲ「善エレキトロモトール」「悪エ
レキトロモトール」二分ル。其「善エレキトロモトール」
ハ鉱属及能燃焼シタル炭ナリ。「悪エレキトロモートル」
これはガス分析で酸素の量を測定する方法である。次
に避雷針の話があるが略す。
４－２．ハルハーニセエレキ，デナミセエレキ
Vbltaが電池の発明の契機となったGalvaniの蛙の筋肉
の電気刺激の実験を記している｡Galvaniは蛙の神経に電
気があり，これにより筋肉の収縮が起きると考えていた。
ハルハニーはGalvaniのオランダ語読みであり，ホルダー
はVbltaでる。
「ハルハーニセエレキ（Galvani,selectricity）一名デ
ナミセエレキ（Dynamicalelectricity）
ハルハーニ氏生活シタル蛙ノ皮層ヲ取り除キテ，而后
股空ノ下ヲ横断シ，而后脊椎ノ左右二白キ糸卜成テ現ハ
レタル腰神経ヲ出シ，其后亜鉛及銅ヨリナリタル鉱属線
ノー端ヲ脊椎卜腰神経ノ間=挿入シ，而后其線他端ヲ股
筋二触レル時ハ，忽チ収縮シ又筋上ノ線端ヲ取り除ダル
時ハ足ヲ再ビ延長ス。ハルハーニ氏説ニテハ，是全動物
中二存在スルエレキ作用ナリト言ウ。然リト雛モ其時二
方テ諸人之ヲ信用セザリシ，故二，ハルハーニ氏再ピ試
iｌ鍔Ｐ蒙
図４．GaIvaniの蛙の脊椎神経の実験．（18）藤本の図は簡略図
である、
６
ハ非鉱属体ナリ。而ホルダー氏一ニノ体ノ表ヲ定メシ，
但シ＋ニテハ，八トナルガ如ク数増減スルト雌モ，其数
ハ上方ノ者卜，下方ノ者卜触合スルトキハ，其上方ノ者
ポシチーフエレキト成り，又此法ヲspauningsreks張
列卜名ヅク｡」
electromotiveseriesの話である。張列は次のものであ
る。
＋Zink,Tin,Ijzer,Lroad,Koper,Zilder,Goud,Platin，
Koal-（順にＺｎ,Ｓ､,F℃,Ｐｂ,Ｃｕ,Ａｇ,Ａｕ,Ｐｔ,Ｃである｡）
「エレキテーセモトリーセカ」はelectlomotivefbme
である。当時は「起電力」なる言葉はあったが，これ
を数値で表現はしていなかった。
ノ張カハ「ハルハニー氏ノエレメント」トノ多少二関ス
ルモノナリ。又エレキ量ノ多少ハ其「エレメント」ノ大
小二関スル者ナリ。且其エレメント間二存スル液ノ善導
体ナルト否サトニ関ス。「バッテレー」ノー端常二「ポジ
チーフ」ナル時ハ，之ヲ積極卜名付。其他端常二「ネガ
チブ」ナルヲ「ネガチーフポル」卜名付。ホルダー氏「コ
ロム｣二於イテハ亜鉛ノ板ヲ以テ終りダル端ヲ｢ポシチー
フポール｣，又銅板ヲ以テ終リタル端ヲ消極卜名付。（中
|略）バッテレーノ両極二線有リテ，エレキ炎ヲ交通セシ
ム，之ヲ極線卜名付夕。時トシテハ其極線二白銀ノ小板
ヲ固着シ,他ノ用ヲナスコトアリ。此物ヲ「エレキトロー
デ」卜名付ク｡」
４－４．ハルハーニセコロン，ガルバニー氏カラム，バツ
テレーとVoltaの電池
前記の結果，作られたのが彌鉛板，銅板と稀硫酸よりな
るボルタ電池である。
「夫此器械ハルハニーセエレキヲ発セシムル者ナリ。
ホルダー氏初メテ此バッテレーヲ製セシ，是二依テホル
ター氏ノ名不尽ナリ。又フォルダー氏ハ是ノ仕方=依テ
「コロム」ヲ製ス。
ホルダー氏ノ「コロムル其法先銅ノ円板上二同シ大サ
ノ亜鉛ノ円板ヲ置キ，而后其ノ上二同大ノ羅紗ヲ此二少
酸ヲ含ミタル水二浸シタルヲ置，然ル后其上=銅円板又
上二亜鉛円板其上二湿シタル羅紗ヲ置・如此クシテ上方
二組立又是ヲ転動セシメザル為二三本ノ硝子柱間二置キ，
但其コロムハ其端ハ銅二終り，一端ハ亜鉛=終ル者ナリ。
（中略）若下端銅板ナルトキハ上ハ「ポシチーフエレキ」
トナリ，又下端亜鉛板ナルトキハ上端「ネガチーフエレ
キ」トナル｡」
而鉛板と銅板よりなるボルタの電池の説明である。幾
つも積み重ねていたことから「カラム」の名がついたの
である。スロイスの講義では本電池を初め凡ての電池で
その起電力の値は記されていない。電池の電圧の大小を
表現したものはある。ガノーのテキスト（14版）では電
池の起電力を表したものがいくつか見られる（20)。
４－６．ガルバニー氏エレキ流
『ハルハーニセストローム，ハルハーニセ越幾流：
極線ヲ互イニ結合スルトキハ，不同各種エレキ炎互イニ
流通スルヲ云ウナリ。又其極線間ヲ善導体ヲ以テ結合ス
ルトキモ然リ。又不同各エレキ焔ハ極線及其線間ノ善導
体／諸部分ニオイテ結合スル者ニシテ，其エレキ流通ハ
常二絶エザル者ナリ。是コロム中二於イテ絶エズエレキ
とヒズルガ故ナリ。先其流通ハ積極ヨリ消極二極線ヲ伝上
進ムモノト定ム。又コロム中二於イテハ「消極ヨリ積極
二進ム者トス｣，流通ハ「バッテレー」両極ヲ善導体ヲ以
テ結合スルトキハ流通ヲ起ス｡」
電池からの電流の説明である。「エレキ炎，エレキ焔」
なる言葉が使用されている。
これはボルタ電池，ボルタパイルの構造の説明である。
４－５．バツテレー張力
張力は電池の起電力を，エレキ量は電流を意|床してい
る。
「夫バッテレー張力トハエレキノー端二集マリ，他/
抗抵物二勝ン卜欲シルカヲ云ウナリ。フォルダー氏ノコ
ロムノ銅板卜亜鉛板ヲ通常互イニ鋳着シテ用イル。之ヲ
ハルハニーセ「エレメント」卜名ヅク。全テバッテレー
４－７．Wollaston電池
VOlta電池が短時間しか稼動しない欠点があり，実用す
るには不便であった。これを改良したのがWOllaston電
池である（図５)。
｢ホルダー氏「コロム」＝於イテ，鉱属板間二羅紗ヲ
７
ン」二触合部二積極ヲ現シ，銅板鍍銀面ト触合部二消極
ヲ皇ス。此「コロム」ノエレキリョクハ甚ダ弱シト錐毛
其作用ハ十年余ヲ経ルト錐モ止ル事ナシ｡」
濡ラシ置クト錐モ，是直チニ乾燥シ，又其「コロム」ハ
常二エレキ作用ヲ発ス故二,是ヲ変形シテ横倒シセシメ，
而作用ヲ随意ニナス。如此「バッテレー」ハ即WO11aston
氏ノ「バッテーレ」ナリ。（中略）又此「バッテレー」二
於イテハ,第一銅板ノ亜鉛板二接合セシ部ハ消極ヲ皇ス。
又終リノ銅板ト亜鉛ノ接合セザル部二積極ヲ呈ス｡」
Lhygrometricsubstance吸湿`性物質，２Bmunstein
二酸化マンガン，３二酸化マンガン
このドライパイルは最も好く使用されたものである。
構成は－面を銀，錫あるいは亜鉛を鍍（メッキ）し，他
の面に水で湿らした二酸化マンガンの細粉末を糊付けた
濾紙（直径約2.4ｃｍ）を－単位として，１２００から１８００
枚をガラス管につめ，両端を真楡の蓋で閉じたものであ
り，二酸化マンガン側が正極,銀或は錫側が負極となる。
数年間，起電力は見られたが，温度・湿度依存性が大き
い。ライデン瓶や蓄電器の荷電に使用された。
図５の様に電極の上部を木棹で固定して，電池を使用
しないときには電極を引き上げて置くことで，硫酸及び
電極の消耗を避ける様にした｡亜鉛電極の大きさは20cm
xl5cm（二十栂ｘ十五栂）であり，銅電極がこの電極の
周りを囲み込む様に設置されていた。稀硫酸は1/１６硫酸
（濃硫酸を16分の１に稀釈したもの）であった。
－＄
４－９ＥｌｅｃｔｒｏｍｔｅｒｖｏｎＢｏｎｅｎｎｂｅｒｇｅｒ
『ボーネンベルフェル氏ハ通常ノエレキトロメートル
ノ金葉ヲ－枚トナシ，而其両側二「サンボニー」氏ノ「コ
ロム」ヲ立テ，但シー側ハ消極ヲ上トナシ又一側ノ「コ
ロム」ハ積極ヲ上トナス。然ルトキハ此両極ノ作用ヲ以
テ金葉静止スルト雛，些少ナル「エレキ」ヲ鉱属球二触
レルトキハ金葉直チニー方二開クベシ｡」
ii1霞iiii護菫i霧i:j雲i騒鐘Ｉ塞鐵
これはサンボニーのドライパイルを用いた高感度のエ
レクトロメーターである。ガラス鐘の内部に一葉の金箔
が吊るされ，その底板にはサンボニーの二本のドライパ
イルを互いに逆向きに立てた蓄電検電器（condensing
electmmeter）である。金箔がもしドライパイルの正極側
に引き寄せられれば，箔は負に荷電した事を示す様に
なっている。
図５．Wollaston電池（21)。藤本の簡略図がある。
４－８ツンポー氏ノドローヘコロム
Zamboni氏のドライカラムである．「サンボニーセコロ
ン」（Zamboni'ｓcolumn）とも言った。
『此「コロム」二於イテハホルター氏「コロム」ノ濡
羅紗ノ替リニ乾燥シタルヒホロメートリセＬ物質ヲ用フ。
５－１．ハルハーニー氏エレキノ舎密性学理
「フォルダー氏ハ「コロム」ノ作用ハ只銅ト亜鉛ノ触
合二依テ起ル者トス。然リト錐，其后多クノ理家ハ其作
用触合二依テ起ル者ナラスシテ，舎密'性作用=依テ発ス
ル理ヲ思索セシ。是フォルダー氏ノ銅板卜亜鉛板固着セ
シ者ヲ木ノ鋏ヲ以テ挟ミ，又或是ヲ窒素中又ハ水素中二
置クトキハエレキ作用ヲ発セス。又フォルダー氏ノ試験
=依テハ，手ノ蒸発気卜，空中ノ酸素ノ舎密作用二由者
ナリ。以上ノ舎密'性学理二随テ左ノ法則ヲ立ツ。
此「コロム」ヲ製セント欲スルトキハ，先二紙片ノー面
ヲ鍍銀，或鍍錫又ハ鍍亜鉛シ，又裏一面ハ清浄ナルブロ
エンステーン2粉末ヲ密，或糖水ヲ以塗ル。如此クシテ
数個ノ紙片ヲ製シ，下方円形ニシテ内空ナル刀ヲ以テ切
り，二十五ストレープノ中径ノ扁円トナス。然ル後是ヲ
鍍銀ノ面ヲ「マンハーン3」ノ面二触合セ以畳積ス。如
此シテニ千枚許二至ルトキハソノ上下ヲ銅板ヲ以被セ，
而后是ヲ絹糸ヲ以テ強堅縛ル。而后是ヲ硝子円柱内二入
レル者ナリ。此「コロム」二於イテハ，銅板「マンハー
８
其法則：若鉱属ヲ酸中二投ジ，而其鉱属舎密川性抱合ヲナ
ス時ハ，酸ハ「ポシチーフエレキ」トナリ，鉱属ハ「消
極エレキ」トナル｡」（以下略）
メテ空中=飛散ス。又亜鉛面ハ硫酸稀薄トナルニ随テ，
酸化亜鉛ヲ以テ被包サル。故二暫時エレキ作用ヲナシタ
ル后ハ，酸化亜鉛・水素卜相対シ清浄ノ亜鉛及銅面ヲ被
又第一エレキ流通ハ水ノ ミヲ分析スル３者=非スシ
ナ祈ス４．又
フ。
Vbltaのカラムでの電気の発生は,ただ銅板と亜鉛板と
が接触したことによるのではなく舍密性作用(化学反応）
によるものであること，銅板と亜鉛板の間の水蒸気，空
中酸素の働きによるものであると説明している。次に，
銅電極，亜鉛電極での化学反応の説明があるが略す。電
流の大きさと極板の大きさ関係，セルを結合して大きな
電池とする時の結線についての説明がある。以上の説明
から次ぎの法則を述べている。
『此理二基キテ左ノ法則ヲ定ム」
『セルノ数多量=随テ，両極ノエレキ張力増加ス。然
しドモセルノ数ヲ減ジ，亜鉛板ノ面ヲ大ニスルトキハ，
多量ノエレキヲ得卜錐モソノ張カハ小ナリ。是二依テ
張力ハセルノ大小二関セスシテ，只其数二関スル事明ナ
リ。又其両極ヲ鉱属線ヲ以テ互二結合スルトキハ，其張
力止ミ，直チニ流通ヲ起ス。但シ其線径過キー難導体ヲ
置トキハ再上張カヲ起ス｡」
複数個のVOlta電池を直列に接続したときの様子を説
明したものである。「張力」は電圧であり，「多量のエレ
キを得る」と表現しているのは「多量の電流を得る」を
意味している。一つのセルの銅電極と次のセルの亜鉛電
極とを導線で接続すると，互いに「エレキを滅却して中
』性体となる」と考え，両端の電極にのみに張力（電圧）
が表れると考えている。電子の考えの無い時代のために
この様な考え方をしたのである｡セルの数の増加により，
張力（電圧）は増加し，電極の面積を大きくすると電流
が増加する事を述べている。
テ，「スワーフルシュルレオキシーデ」ヲモ分析ス4．
是二依テ亜鉛遊離シ銅面ヲ被テ，亜鉛板ノ作用ヲナシ以
テ第二流通ヲス。故二「バッテレー」二固定作用５ヲ与
エント欲ルトキハ左ノ法=随フベシ。
第一：水素及亜鉛ノ銅板ヲ被ヒスルヲ防グベシ○第二：
酸液ノカ常二同等ナルヲ要ス。
以上ノー法二随テDaniell氏ノーノセルヲ製セシ。」
下線部は次の説明のために付け加えた○
ｌ亜鉛電極での反応では，「金属亜鉛が酸化され酸化
亜鉛となり，そして硫酸と反応するために，電極液の硫
酸が薄くなる」と述べているが，Ｚｎ→Zn2＋＋２ｅ－では
なく，Ｚｎ→ZnOと考えて，次いでＺｎＯ＋H2SO4→
ZnSO4＋Ｈ２０と考えていたことが分かる。
２第二流通エレキ，ａ第一流通エレキは水を分析する＝
水の電気分解をする。４.スワーフルオキシーデをも分析
する＝これは硫酸を電気分解するの意味。当時はSO2を
硫酸ラジカルと考えていたことから，この様な説明と
なっている。５．固定作用＝constantbatteryを固定バツ
テレーと翻訳していることから，「固定作用」なる語が生
まれているが，これは長時間一定の電圧をあたえる電池
であり，「定電圧を生ずる」を意味している。
このような理由から,ダニエルが次ぎの電池を考案した｡
５－３．ダニエール氏ノ固定セルDanielｌ‘sconstant
cell
『此セルハ硝子桶中二「スワーフルシュルコーペルオ
キシーデ」 Ｖ飽化溶液2ヲ満シ，而后其液中二上下二口
５－２Constanteバッテレー，固定バッテレー
銅・亜鉛を電極とする電池ではその起電力が持続しな
い。その化学的原因を説明している。
「既二論セシ諸「バッテレー」ハエレキノ作用漸々薄
弱シ消滅ス。此理左ノ如シ。第一舎密作用二依テ薄弱
ス。如何トナレバ硫酸ハ酸化亜鉛ト抱合シ稀薄トナレバ
ヲ開キ其周囲二数個ノ小孔ヲ有シタル銅ノ円柱状ナル内
空ノ筒ヲ入し，且其筒ノ上ロノ周囲二輪状ノ桶有リテ，
ソノ底面小孔有リテ溶液ニ達シ，是桶中二硫酸酸化銅ノ
結晶ヲ満シ，溶液稀薄トナル時ハ，此結晶ヲ底面ノ小孔
ヨリ送入ス。又其銅筒中ニハ気孔ヲ有シタル素焼ノ内空
ナル筒ヲ入し，其筒ノ下ロハ密閉ス。而此筒ニハ稀硫酸
ヲ満シ，其内二亜鉛ノ内空ナル円柱状ノ上下＝開口スル
筒ヲ挿入ス。但シ此亜鉛筒ハ貝eamal2amatedzink,ａ（是
亜鉛ノ表面ヲ水銀一層ヲ以テ被ヒシ者ナリ,）ヲ以テ製
ナリ’･第二セル中二於イテ
ー
第一エレキ流通二抵抗ス。如ｲ、エレキ流通二抵抗ス。如何トナレバ水素ハ銅板＝触
レ泡トナリ銅板ヲ被ヒテ多量ノ水素集マルニ及ンデ，初
９
ス。（中略）如此セルハニ三ケ月モ同カヲ以テ働クモノナ
リ。但シ上方ノ輪状桶中二常二硫酸酸化銅ノ結晶常二絶
エザル様二注意スベシ｡」
Ｌ硫酸銅．これは参考に使用したガノーのテキスト
では，硫酸銅が旧式の名前で表記していたことを示して
いる。古い記述ではCuO.(SⅣＯⅡ2)となり，記載された名
前となる｡以下の記述でも「硫酸酸化銅」とされている
が，硫酸銅の事である。２飽和溶液，ａ水銀でアマルガ
ムとした亜鉛。
氏ノセルヲ採用ス。然しドモ是猶左ノ十分ナラザル事ア
リ｡」
Bunsenの亜鉛一炭素電池は，炭素／６６％ＨＮＯ３／50％
H2SO4/Ｚｎで構成されるものである。これは1843年に発
明され，Ｇｍｖｅの電池の白金電極を炭素電極としたもの
であった｡電極は炭素微粉末を加圧して成型したもので，
良導体として働くものである。ガラスあるいは陶器の容
器に，アマルガム化した亜鉛のシリンダー，多孔質素焼
筒，これに硝酸を満たして炭素棒を入れる。この炭素棒
は正極となり，亜鉛は負極と成る。通常，１個の電池は
高さに２０センチ，径９ｃｍであり，約0.14ohmの内部抵
抗で，ＥＭ.Ｅは１．８２ボルト，１２－１３アンペアの電流を与
える。ブンゼン電池の化学反応はＧｍｖｅ電池と同じであ
り，同様に強力な電池であった。
５－４．Grove氏セル
ダニエル電池の硫酸銅溶液を硝酸に置き換え，銅電極
を白金電極として，より大きな起電力を得る様にしたも
のである。稀硫酸（１：８に稀釈）を満たしたガラス容器
に両端を開口した亜鉛筒，硝酸を満たした素焼筒，ｓ字
型に曲げた白金板よりなるもので，白金板は正極，亜鉛
板は負極となる。白金板面で生じた水素は硝酸と反応し
て，nitmusfUmes-酸化窒素となって出て来る。この電
池は最も便利なものであり，また二液型電池として最も
強力なものであったが，しかし白金板を使用しているた
めに高価であった。
５－６．マンダレー氏ノセル
ブンゼン電池の改良型であり，素焼の筒中に硝酸の代
わりに乾燥した「スワーフルシュールクイッキシュルフ
オキシジェン」（硫酸水銀（Ⅱ)）を加え，稀硫酸の代わ
りに水を入れたものである。この電池は１年間は安定し
て働くものであった。電池を用いて大きな電圧あるいは
電流を得るために，電池の結線について記している。（略
す）
５－５．Bunsen氏ノセルー名炭亜鉛セル
『此セルハホローフェ氏（Gmve）ノセルノ白金板ノ
代ワリニ，炭ノ内空円柱状ナル筒ヲ用フル者ナリ。但此
炭ハ石炭ハス製造所煙突内二漸々固着スル者ナリ。此セ
ル凹箇ノ円柱状筒ヨリナリ，且互二組立テ得ルモノナリ。
第一硝子桶或陶器ノ桶ヨリナリ，(硝子ハ透明ヲ以テ善ト
ス)｡第二亜鉛ノ内空円柱状筒ノー側ヲ上方ヨリ下万二切
開キシ者ヨリナリ，且此亜鉛筒ニハ銅ノ薄板固着シ，是
「子ガチーフ」線ナリ。第三素焼筒ヲ亜鉛筒内二入し，
硝酸ヲ以テ之ヲ満ス｡第四円柱状炭ヲ素焼ノ筒内二入し，
且其炭筒ノ上方ノ周囲ヲ銅板ヲ以テ被上，此板ヨリ銅線
ヲ固着シテ，是積極線ナリ。若此セルヲ用ヒント欲スル
トキハ亜鉛筒ヲ硝子筒中二入し，而后素焼筒ヲ亜鉛筒内
二入し，然ル后二炭筒素焼筒内二入レルベシ。若極線ヲ
互二結合スルトキハ直チニ作用ヲ起シ，iNI鉛卜硫酸ノ作
用=依テ水ヲ分析シ，煎鉛ハ「子ガチーフ」トナリ，其
酸液ハ「ポシチーフ」トナル。且此積極エレキ流通ハ素
焼筒ヲ通過シ炭筒二達ス。（中略)方今ハ最「ビュンセン」
５－７．エレキ流通ノカ，０hｍ氏ノ法則
『第一法則：エレキ流通ノカハ「エレキテルモトリー
セ」カノ極線中二存在スル総計二順比例スル者ナリ。第
二法則：エレキ流通ノカハ極線諸点ニオイテ皆同等ノカ
ヲ有ス。第三法則：エレキ流通ノカハ極線ノ長=逆比例
スルモノナリ。第四法則：エレキ流通ノカハ極線ノ中径
及ビソノ善導体ノ度二順比例スル者ナリ。
以上ノ法則二依テ，Ｅヲ「バッテレー」中二於イテ働ク
所ノ「エレキトロモトリセ」カノ総計卜定メ，又Ｗヲ抵
抗力ノ総計卜定メ，又Ｓヲ流通ノカト定ムルトキハ，Ｓ
＝Ｅ/Ｗナリ。（中略）オーム氏ノ法則ヲ徴セシカ為二
左ノ器機ヲ用ヒル｡」
オームの法則を数式を使って説明している。
－１０－
６－１．〒ナミセエレキノ作用Dynamicelectricity
生理上作用，究理性作用（温，光)，器械'性作用，およ
び舎密'性作用について書かれていいる゜
「夫舎密`性作用ハ，其セルノ多少=関ス。如何卜成ナ
レバ，エレキ流通ハ難導体ヲモ通過スルヲ以テ強キ張カ
ヲ要スレバナリ。五箇ノ「ビュンゼン」氏セルヲ以テ，
能速力二水ヲ二筒ノ元素二分析シ得ル。若其水中二溶解
スベキ塩或酸ヲ注グトキハ，其水能エレキヲ導ガ故二又
分析そ速力ナリ。
「水分析法」（水の電気分解）
－ノ硝子盤ノ底面二二筒/小孔ヲ穿チ，此孔ヨリ各銅線
ヲ挿入シ，其線上端=白銀ノ小板ヲ鋳着スベシ。但シ其
板互二触レ合スシテ常二直立セシムベシ。而后些少ノ溶
解シタル「ハルス」及蝋ヲ以其底面ヲ塗り，其后些少/
硫酸ヲ含ミタル水ヲ入し，二筒ノ硝子管ヲ口金板上二位
セシム。今若二筒ノ銅線ヲ「バッテレー」ノ極線卜結合
スルトキハ，積極二通シタル白金板ノ硝子管中ニハ酸素
ヲ発生シ，又消極二通シタル白金板上ノ硝子管中ニハ水
素ヲ発生ス。且水素ノ容ハ酸素ノ容二倍スル者ナリ。夫
「ハルハーニ」氏エレキ流通二依テ分析スルノ体ヲ
Electrolyten卜名付，又其分析ヲElectmlyse卜言ウ｡』
水の電気分解の説明であるが，ここでelectmlytenと
electmlyseが記されていることは注目される。この事を
もっと具体的にガノーのテキストでは記しているので引
用する（22)。ここではイオン，カチオン，アニオンが記
されている。これらの単語はＲｌｍｄｙにより作られたもの
である。
当時は水の電気分解される量から電流量を求めていた。
『以上ノ水分析器機ヲvoltameter卜名付，如何トナレ
ハ此器機=由テエレキ流通ノ量ヲ計り得レバナリ。是以
上ノエレキトロレーセニ於テハ発生スル所ノ元素重量ハ
エレキ流通ノ量二順比例スル者ナレハナリ。且エレキ流
通一位ナルトキハ通常其流通二由テーミニュート間二一
「イッヒー」ノ水素ヲ水中ヨリ発生セシムル者卜定ム｡」
エレキ流通の１単位は１分間に１イッヒーの水素の発
生量と定義している。「イッヒー」は「ｃｃ」である。
『Theuseofthisvoltameterappearssimpleandcon-
venient;Jacobiploposedas〃"ｉｔ(Ｗ/'８s加"9t/Ｍ/cz‘舵"‘
肋ａｊｃｚ‘舵"ｔ
ｔ(ﾉﾉﾉｨcハノ〃０"ｃ伽""花ルノcZsac"bjcce"伽cねγq/沈雌d
gZzs形伽ccdm伽jclりゆc”〃〃０゜α"d伽伽ss"”75伽"』
ガノーのテキストでは“混合ガス，，（水素と酸素の混合
気体）と記され，実験装置の図もガスを分別して採取し
ていない。但し，次の記載がされている。
「ThisisequaltoOO9567ampele,thatis,ａｎａｍｐｅｒｅ
ｌｉｂｅｍｔｅｄｌＯ､４４ｃｃｍ・mixedgasinannnute,Yet,fOr
leasonsmentionedbefble（841)，themeasurements
shouldbebasedonthevolumeofhydrogenlibemtedJ
「法則１：同一エレキ流通ヲ漸次二種々ノ溶液中二通
スルトキハ,其内ノ元素ノ重量ハ彼ノ舎密性｢エクヒバー
レン卜」二同ジ｡」
同一の電気量で分解・生成する元素の量（電気化学当
量）は，それぞれの元素の化学当量に同じであることを
記している。
「842.Electrolysis，
Ｔｈｅｔｅｎｎ止旦LmlXL且wasappliedtothosesubstances
which,likewateEarelesolvedintotheirelementsbythe
voltaiccurrent,byFarady;towhomtheprinciplediscover-
iesinthissubjectandthenomenclaturearedue､ElectlolV-
sisisthedecompositionbythevoltaicbattery;ｔｈｅposi-
tiveelectrode，orthatbywhichpositiveelectricityentel；
Faradycalledthe皿ode，andthenegativeelectrodethe
kathodQTheplDductsofdecompositionareions；kation，
６－２酸化鉱属及酸ノ分析（塩類の電気分解）
「ハルハーニセ流通ヲ以テ能酸化鉱属ヲ分析シ得ル。
且此トキニ当テハ酸素ハ積極Hllanode又鉱属ハ消極即
kathode二発スル者ナリ。此法ヲ以始メテ「ソージュム」
及「ポッターシュム」ヲ酸素抱合物ヨリ純粋二遊離セ
シメシ。
其法：「ポッタース」ノー片ノ中央二輪没面ヲナシ，
其内二水銀ヲ満シ，是ヲ鉱属盤上二置キ，而其鉱属盤ハ
「アノーデ」二通ジ，且「カトーデ」ヲ以テ水銀二結合
thatwhichappearsatthecathode；andanion，thatwhich
appearsattheanode.」
－１１－
ス。然ルトキハ「カリユム」ハ燃焼セスシテ水銀面二付
着シ，水銀amalgamaヲ形成ス。此「アマルハマー」ハ
naptha-olielノ作用ヲ以テ能「カリウム」ト水銀ヲ隔絶
シ得ル。又「ナトリユム」ヲ得ルト欲スルトキモ，此法
ヲ以スベシ｡』
Lnaptha-olieの意味不詳。
金属塩の熔融電気分解であり，水酸化カリウムからカ
リウムを水銀アマルガムとして採取する方法が記されて
いる。図６の様に，白金円板の上に固形の水酸化カリウ
ムを置き，その中央のくぼみに水銀を置く。水銀は－極
につなぐ。金属カリウムは－極側に生じ，直ちにアマル
ガムとなる。このアマルガムを無水・無酸素条件下で蒸
留して除くと金属カリウムが得られる。さらに,酸素酸，
水素酸の電気分解の説明があるが略す。ここでは電気陰
`性体（元素）と電気陽』性体（元素）について記されてい
る。
ハス性ヲ有スレハナリ｡」
violenstroopはｐＨ指示色素であり，酸性で赤色となり，
アルカリ性では緑色を示す。
６－４Nobili氏ノ輪と鉛樹，電気摸像機，電気鍍金
「－ノ鉱属板ヲ「カトーデ｣二通ジ,是ヲ器中二入し，
而溶解シタル酪酸鉛或酸化銅ヲ注ギ，而ル后積極線ヲ白
金小板ノ尖端ヲ有シタル者卜結合セシメ，而后=其小板
ヲ直線ノ向キー液中=役ズルトキハ，其尖端ノ周囲=美
色ナル輪ヲ形成シ，而其輪鉱属板面二付着スル者ナリ｡」
白金板の尖端での電気分解により酪酸鉛から鉛イオン
が生まれ，下の陰極に通じた鉱属板の上で金属鉛が析出
して輪を描く現象であり，これをNobili'scoloredrings
と云う｡｢若鉱属塩溶液中二其塩中ノ鉱属ヨリモ能酸化ス
ル鉱属ヲ投入スルトキハ，其塩中ノ鉱属沈殿シテ投入シ
タル鉱属二付着ス。（以下略)」と記して，酪酸鉛からの
鉛樹の生成を説明している。
Galvanoplastiek（電気摸像機）では硫酸銅の電気分解
により金属銅が陰極側に析出する原理を用いて銅型を作
ることを述べている。GalvanischeMergulding（電気鍍
金）では水銀アマルガム法でのメッキの代わりに電気鍍
金法で銅の表面を金あるいは銀でメッキすることを述べ
ている。
②
:鑿1'11|鑿iii1iillllll11i：ヴ
図６．水酸化カリウムの電気分解（23)。藤本の簡略図がある。 ７－１．エレキトロマク子チスミス，エレクトロマグネ
チスム電磁気論
銅線を電流が通ずることにより，その下の磁針に対す
る影響を説明して次ぎのAmpereの法則を記している。
「試検セント欲スル人，銅線ノ向キー位シ，而其流通
ハ足ヨリ入り，頭ヨリ出ル者卜想像シ，常二其面部ヲマ
ク子一ト針二向ハシムルト想像スルトキハ，常二試検セ
シマク子一卜針其欲スル人左方＝避クベシ。若マク子一
卜針強キマク子一トカヲ有スルトキハ，地球ハ常二其針
ヲ固有ノ方向二保持セシト欲ス。（中略）此理二依テーツ
ノ器械ヲ製セシ。是ヲ「ミルチブリカートル」（マルチブ
リカートル）卜名付。或「ミルチブリカトール」=於イ
テハニ万五千廻極線ヲ以テ輪回セシ者アリ｡」
と記し，検流器の説明をしている（図７)。
「此器械ヲ以テ最弱キエレキ流通ニシテ，他ノ器械ヲ
以テ徴シ得ザル物ヲモ能徴シ得ル。此器械＝依テ始テ舎
６－３．塩分析
四筒の第一鉱属部分の金属，カリウム，ナトリウム，
セシウム，リチウムの塩のみならず，酸化物でも電気分
解出来ると述べ，酸素はアノード（陽極）に，鉱属（金
属元素）はカソード（陰極）に行くと説明している。た
だ，アルカリ塩，アルカリ士類塩では電気分解で生成し
た鉱属金属は直ちに水と反応して酸化物となることを指
摘している。
『Ｕ字状二屈曲シタル硝子管=「硫酸ポッタース」ヲ
violenstmopヲ以テ青色ノ作用ヲ以，成りダル者ヲ入し，
而各々管ロヨリ白金小板ヲ垂ラシ，是ヲエレキ極線二通
スルトキハ，其塩分析シテ，積極二通スル腕ハ赤色，又
消極二通ズル腕ニハ緑色ヲ皇ス｡是｢ヒオーレンストロー
プ」ハ酸二依テ赤色ヲ顕シ，「バーシス」＝由テ緑色ヲ顕
－１２－
密作用ハ凡テエレキヲ発生スル事ヲ発明セシ。此器械ヲ
以種々ノエレキ流通ノ強弱ヲ比較セント欲セハ，己=強
弱ヲ知所ノエレキ流通ヲ以マク子一ト針ノ避ル度ヲ定ム
ベシ。如何トナレバ此器械悉ク同量ノ感ヲ有セサレハナ
リ。故二此器械ハgalvanometer卜称スルト雛モgal-
vanoskooporRheoskoop也｡此器械ヲ以能エレキ流通ノ
方向ヲ確定シ得者ナリ｡」（中略）
例として硝酸を入れた二筒の容器に白金線を入れて，
此器械につないでも磁針は振れないが，一方の容器に一
滴の塩酸を入れると磁針は振れる。これは塩酸の添加に
より王水が出来て,白金と反応するためにエレキ流通が
生ずると説明している。
「以上ノ理二依テ固定シダルハルハニーセ流通ハ運動
スベキマク子一卜針ヲ運動セシム。又固定ナルマク子一
トハ運動スベキエレキ流通ヲ運動セシム｡」（以下略）
電流と磁気の関係に触れている。
いて，アンペーレのSolenoideの話である。
「数箇ノ円状二屈曲シタル導体例之ａｂナル如キ者
ヲ置キ，而其輪ハ悉ク中点ヲ通過スル線二垂直二位ヒス
ヘク装置スベシ。今若此各輪ニエレキ流通ヲ与八且其
方向ヲ同一ナストキハ，諸輪中ノエレキ通過悉ク並行ス
ヘシ。如此輪状流通ノ集合セシ者ヲ「ソレノイデ」卜云
ウ｡」
このソレノイドコイルの実験から,「ソレノイデ互ノ感
動」が生まれた。
「二箇ノソレノイデノー筒ノ者ヲ垂線二位ヒシタル軸
二運動スベク懸垂シ，又其他ノｓナル者ハ運動スベカラ
ザル様二手＝持テ，今若此二筒ノソレノイデニ強キエレ
キ流通ヲ与フルトキハ，此二筒ノソレノイデハ互イニ突
放シ，又或ハ互二相引事マク子一トー於ルガ如シ｡」
二つのコイルに電流を流した時に，互いのコイルに働
く力について述べ，その結果アンペーレの「アムペーレ
氏ノマグ子一トテヲリー」を説明している。
i臺篝iii篝 「マク子一チセアールドストローム」（地磁気論)，「アー
ルトマク子チスミュス」と「エレキ流通の感動」は略す。
lllii ７－３．ハルハニーセ流通を以ってマク子一ト性物体に
マク子一トカを与ふ事
電磁石についての説明である。
「若絹糸ヲ巻ダル銅線ヲ硝子ノ内空円柱状ナル者二巻
付，而后其円柱内二鋼鉄棒ヲ入し，而后其銅線二瞬時エ
レキ流通ヲ通スルトキハ,其鋼鉄強キマク子一トトナル。
若エレキ流通ヲ試検スル人ノ向フタル銅線ヲ下行スルト
キハ，其鋼鉄ノ北極ハａナル部ニアリ，Ｘ是二反シテエ
レキ流通上昇スルトキハ鋼鉄ノ南極ａナル部ニアリ。是
アンペーレ氏ノマク子一ト説ノ理二同ジ｡」
磁石の作りかた，特に蹄鉄を用いた電磁石についての
説明がある。電磁石の強さと電流および巻線の関係の説
明である。
『第一法則：エレキトロマク子一トカハエレキ流通ノ
銅線ヲ通過スル強弱二順比例スル者ナリ。但シ鉄マク
子一トカニ飽化スルトキハ其力増加スル事ナシ。第二
法則：エレキトロマク子一トカハ銅線巻回ノ数二順比例
スル者ナリ。第三法則：エレキトロマク子一トカハ其蹄
鉄ノ中径二順比例スル者ナリ。」
図７．検流器（24)。藤本の簡略図がある。
７－２．エレキ流通ノ互ノ感動とアンペーレ氏の
Ｓｏｌｅｎｏｉｄｅ
「エレキ流通ノ近方二位スルマク子一トー働ク事ハ
Oersted氏ノ発明ナリ。爾后「アンペール」氏エレキ流
通ノ互ノ感動ヲ発明セシ。其后又種々ノ発明アリテ終ニ
エレキ論ニー編ヲ増加セシ。是ヲ「エレキトロゲナミカ」
卜名付｡」とあり，エレキ流通の感動を試験する方法とし
て，エルステッドの電磁誘導の実験を説明している。続
－１３－
コイルに電流を通し，そのコイル中に鋼鉄棒を挿入す
ることにより，マグネットを作る「Elias氏ノマク子一ト
ヲ製スルノ法」を説明している。
「若ハルハニーセ流通ヲ暫時閉ジルトキハＴナル筆ハ
紙上二只点ヲ呈スベシ。若又其流通ヲ梢暫ク通セシムル
トキハ其線ヲ呈スベシ。モルセ氏ハ点及線ヲ以アルハー
ベットヲ製セシ例之ａ・－，ｂ－．．・等ノカロシ。又一
ノ字ハ．－－－－ナリ｡」
とあり，モールス記号の説明である。テレガラフース
ロイテル傳信器鍵錫（電鍵）の図が描かれている。さ
らに隔絶した場所にある二個の電信機間の結線図がある
(図９)。
７－４．Electrischetelegraaf
「｢エレキトリセテレハラフ｣ハ遠隔シタル場所=速ヤカ
ニ傳信セシムル器械ナリ。且此器械ハウールステッ卜氏
ノ発明二基キシ者ナリ｡」（以下略）
「Morse氏ノ書記傳信即圧器，此傳信器ハ遠隔シタル
場所二存在スル紙上二書記シ得者ナリ。」とあり，添え書
きで，「｢モルセ」ハアメリカ人ナリ。此人ハ本画エニシ
テ諸国ヲ廻り，画ヲ書クトモ其画ヲ諸人稻用セス。故二
□ナリ本国二帰り貧窟ヲナシ一株ノ茅屋二隔居セリ。
而其家ニテーノ理学書アリ是ヲ日夜読シニ依テ，此如器
械ヲ終二発明セリ。呼々其人乏ナリト雌モ万人二高貴ノ
宝ヲ与ヘシナリ｡」と記している。□は解読不可の文字。
電信機とモールスの話が書かれている(図８)。
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図９．Ｘ及Ｙナルニ箇ノ結合シタル「スタシヲン」ノ図。
電信機の結線図Ｘ,Ｙの二地点間を結ぶ回線。ａは藤本の
図，ｂ．は（26）の図
ａ
７－５．エレキトリーセコロツク，越礼幾鐘
「此一筒ノ器械ニシテ，アル時計ノ指示ス時刻ヲ遠隔
シタル所二知シムル器械ナリ』とあり，図１０とともに
説明している。電気信号により電磁石が働き，鉄片の運
動により歯車を回転し，時計の針を回し，時刻を示す様
になっている。電気信号の送信側の時計の図はない。
「今若東京ノ平常ノ時計卜函館，大阪及金沢ノエレキ
鐘卜銅線ヲ以テ結合セシメ，而其線ニエレキ流通通過セ
シムルトキハ，東京，函館，大阪及金沢ノ時計ハ同時二
同時同分時並二同セコンドヲ指示ス。此場所ノ遠隔スル
モ遅延スル事ナシ。如何トナレハ下條二論スル如クーセ
ｂ
図８．モールスの書記伝信即圧器。ａは藤本の図，ｂは(25）の図。
－１４－
コンド間二殆ド四万三千時間行通過スル者ナレハナリ。
－時間行ハ五千五百五十五エルノ距離ヲ云ナリ。」と電
気信号の伝達速度が大きいことを説明している。
ナル線端ヲハルハノメートルト結合シ又Ｂナル螺旋状線
端/ａ及ｂハーノバッテレート結合セシム。然ルトキハ
Ｂナル螺旋状線中二流通開閉スル毎ニハルハノメートル
ハ，Ａナル「ダラードコルス」中ノインヂユクレー流通
ノ方向ヲ徴スベシ｡」（以下略）
と電磁誘導を説明している。
図１１でＡのコイルのｃ，ｄの端に金属球を付けて，
稀酸を湿した手でその球を握るときは，Ｂのコイルに電
流を開閉する毎に手に激動を感じるとして，この激動の
強弱はＡのコイルの線の長短によっている。線が非常に
長いときは主流通よりも強くなる。また，一次側電流と
二次側電流の間に次ぎの関係があると説明している。
『試験=依テ左ノ事件ヲ知ル。第一：閉鎖シタル導線
中二発生スル第二流通ノカハ主流通カニ||頂比例スル者ナ
リ。第二：第二流通ハ主流通ノ開閉毎=同等ノカヲ有ス
ベシ。第三：若シ主流通起キルトキハインヂュクシー流
通ノ方向ハ反対スベシ。第四：若シ主流通止トキハイン
ヂュクシー流通ヲ生セシム且其方向ハトモニ同一ナリ｡」
主流通の開閉を速やかにするために作られた器械が図
１２である。
図１０．エレキトリーセコロックの図（27)。
藤本の簡略図がある。
７－６．インヂクシーエレキテルシテート
図１１の如く『若ａ，ｂナル導線エレキ流通ヲ通過
セシメ，又導線ノ傍二ａ，，ｂ'ナル導線アリ。然ルトキハ
ａ，ｂナル線中ニエレキ流通開閉スル毎二ａ,，ｂ，ナル線
中ニモエレキ流通ヲ生スベシ」とあり，このａ'，ｂ，なる
導線に発生するエレキ流通をSecundaire流通,jinducume
流通＝inductle流通と云うと記している。このエレキ
流通の発現は摩擦エレキ流通での理に等しいとも記して
いる。その例として
『第一図Ａハ螺旋形二纒回シタル線ヨリ此如キ線ヲ
draadklos卜云，且以上ノ線ハ甚ダ細長イ絹糸ヲ以テ巻シ
者ナリ。Ｂモ又螺旋状二纒回シタル線ニシテ，此線中二
主流通通過スル者ニシテ通常ハ其線ヲ短大トナス。若今
Ｂナル螺旋状線ヲＡナル「ダラードコルス」ノＯナル内
二挿入シ，而后二Ａナル「ダラードコオノレス」ノｃ及．
図12．流通自然二開閉するの器械（28)。藤本の簡略図がある。
インヂュクシー器械，轍動器械と名付け多く医術に
用いられる。
具 霞'笈潅 ７－７．エキストラストロームExtrastroom『前條二論セシ発現二依テ螺旋状二纒回セシ銅線ニエレキ流通ヲ通過スルトキハ其線先己レノ「インヂユクシー」ヲ感ズベシ。如何トナレバ螺旋状=纒回セシ線間
ノ距離短ナルカ故二互イニエレキ流通ヲナスベシ。是下
條二論スル理二依テ明ナリ。」
と記し，次に「マク子一卜」に依ての「インヂクシー
し
図１１．
０
Ｃ、
インジクシーエレキテルシテートの図
電源，ａｂ、結線，Ａ二次コイル，Ｄ、検流器，
。結線
－１５－
鯵ざ震調魔
図１３．マグネットの出し入れにより，コイルに誘導電流の発
生を試す装置（29)。藤本の簡略図がある。
流通｣,コイルにマグネットを差し入れすることによる感
応電流の発生をしる装置の図１３がある。 図１４．magneto-electrischeverktuyen，rotatietostellen．
ていない。『マク子一トィ性インヂユクシーの法則
「マク子－卜」ノ螺旋状線二発生セシムルエレキトロ
モトリーセカハ其線纒回ノ数二順比例スル者ナリ。且此
エレキトロモトリーセカハ纒回ノ大小二関係セス，是纒
回大ナルトキハマク子一卜棹卜線トノ距離モ大ナリト謂
其マク子一トカハ長キ線ヲ通過スルカ故二其カニ強弱有
事ナシ。
第二法則：マク子一トノ線中二発生セシムルエレキトロ
モトリーセカノ強弱ハ其線ノ大小=関セズ是二依テ発生
スル所ノインヂュクシ－流通ハ其線ノ中径二順比例ス。
如何トナレバ流通誘導カハ線中径二順比例スルガ故ナリ。
第三法則：数種ノ鉱属線中二発スルインヂュクシー流通
ノカハ其鉱属種類ノエレキ誘導ノ度二順比例ス。第四法
則：アンクル状二線ヲ密二纒回スルトキハ僅カノ纒回ノ
数ヲ以テ強キエレキカヲ発生セシムベシ。第五法則：線
中二発生スルインヂュクシー流通ノ強弱ハマク子一トカ
強弱卜順比例スル者ナリ｡」
「マク子一トー依テ発生セシインヂュクシー流通力及
'性質ヲ知為ニー筒ノ器機ヲ発明セシ。此器機ヲ
magneto-electlischeverktuyen,rotatietostellen卜云ウ｡」
この器械はＰｉｘｕなる理学家によって発明されたもので
ある(図14)。誘導電流についての法則の説明である。
７－８．ダラードコルス即リユンコルフ氏のインヂユ
クトール
「Rumkorfリュムコルフ氏ハ大ナル｢ダラードコルス」
ヲ二重ノ線ヲ以テ製セシ。是二個乃至三筒ノビュンセン
氏セルノインヂュクシー流通ヲ最モ強キエレキ流通卜同
等ナラシメント欲スル為ナリ。リュムコルフ氏ノ「ダラー
ドコルス」ハニ個ノ銅線ヨリナリ，且其銅線ノ大ナル者
ハニストレープノ中径ヲ有シ，又細キ線ハストレープ三
分一ノ中径ヲ有シ，此線ハ絹糸ヲ以テイソレーレンサレ
スシテ纒回毎二互イニ「シケルラツクフルース＊」ヲ以
テ隔絶サルル大ナル銅線ハ主線インヂュセーレンデ線，
即バッテレーノ流通ヲ直チニ受ケル物ナリ｡」（以下，略）
これは感応コイルの装置の説明である。＊溶融した樹
脂Schellack
７－９アールドマク子一チスミユスのインヂユリーレ
感動
地磁気を用いて，図１５の装置でコイルの軸を東西方
向として回転することにより，誘導電流の発生を検流計
で知る事ができる。
発電機のモデルである。この器機の説明がある。この
図はガノーおよびミューラ（１２，１３，２５）には記載され
７－１０．Ｄｉａｍａｇｎｅｔｉｓｍｕｓ
Ｒｌｍｄａｙの実験によりすべての物体は｢マク子一トノ感
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図１５.地磁気感応器。ａは藤本の図，ｂは(30）の図。
８－１．ThermoeIectricidet温二依〒発スルエレキ
ビスマス棒と銅棒を鋳着して，図１７の様に真中に磁
針を置き,金属棒と平行に安置する。この右端をアルコー
ルランプで加熱すると，磁針は揺れ方向を変える。これ
は金属棒を加熱することにより電流が発生したことに
よっている。この鋳着したものを「テルモエレキトリー
セエレメンテン」と名付ける。「アンチモニュム」と「ビ
スマス」の組み合わせでも見られる。
「ビスミット，プラチナ，シルフル，錫，鉛，銅，金，
水銀，鉄，アンチモニュム」の鉱属の内，左側のものと
右側のものと比べるときには,右側のものが積極となる。
！ 1１１
べ一
壱三fiji糞ｒ蕊曇‘図１６．Faradyの装置。（この図はガノーミユラーのテキスト（１２，１３，２５）には見られない｡）動ヲ得ルヲ知ル。是即凡テノ体ハマク子一トカニ依テ引着セラルルカ，又ハ放離セラルル者ナリ。」と記し，引着
される体を「マク子一卜性物体」と名付け，放離される
物体を｢ヂアマク子一卜`性体｣と名付けた｡図１６はRlrady
の装置を示す。
ｂａ
図１７．テルモエレキトリーセエレメンテン。ａ藤本の図，ｂ、
（31）の図。
鉄，ニッケル，コバルト，マンガンに加えてパラジウ
ム，セリュム，白金，ウラニウムとこれらの鉱属塩の溶
解液は「マク子一卜性物体」であり，これらの鉱属を除
く，他の鉱属および非鉱属ならびにその化合物，有機物
が「ジアマク子一卜物体」である。液体試料での測定等
を説明している。
８－２．TheremoelectrischebatteryvonNobili
アンチモニとビスマスを組み合わせて作ったテルモエ
レキトリーセバッテレーの説明である。（図１８）
Peltier現象の説明がされている。
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図１８．ノビリーの熱電池，右はエレメント。ａ．は藤本の簡略図，ｂ・は（32）の図。
ａからアンチモニとビスマスを交互に組合す。陽極はアンチモニ，陰極はビスマスとなる。
のために使用した主な参考書籍が“ElementaryTieatise
onPhysics,ExperimentalandApplied,TianslatedandEd-
itedfromGanot，sEl6mentsdePhysiquebyEAtkinson"で
あり，恐らく１８６７年に出版された第３版が使用された
と推定されるで事である（10)。日本物理学史によると，
「『ガノーの大物理｣と呼ばれたのは同氏の｢El6mentsde
Physique」である。これは大学の一般物理の教科書であ
り，全部で859ページで，数式も所々使っている高級な
本であるから，当時の日本では理解できる人は少なかっ
たに違いない｡」と記されているが（１），このテキスト
を使用していた所は記されていない。例えば，第三高等
学校(京都大学の前身)の前身となった大阪英学校では，
明治９年にはガノーの「小物理」と呼ばれた「Natuml
Philosophy」の英翻訳本が使用されていた（４）。
スロイスの「究理学」の講義の「マク子一ト論」「エレ
キ論｣の構成内容とガノー(但し14版の内容)のBookVm
からＢｏｏｋＸまでの内容と比較すると次ぎの様になる
（12)。下線はスロイス究理学に含まれるものである。
ＢｏｏｋＶＩＩＩ磁石1．磁石の』性質，２．地磁気と
９－１．エレキ流通の速力
Wheatstoneのsparkboardの実験を説明して，結果とし
て電気が400ｍの銅線を通過するために1,152,000分の１
秒間を要することから，電気は一秒間に460,000Kｍを通
過すると記している。この「エレキ流通は光線よりも殆
ど半倍早く通過する」としている。
エレキ魚の話は略す。
考察
先にスロイスの「舎密学」の講義がわが国での初めて
の最新の化学の講義であった事を明らかにしたが（８，
９），今回，同じ明治４年に行った「究理学」の講義につ
いて調べた結果，従来知られていなかった重要な事柄が
明らかになった。まず第一に挙げられるのは大阪理学所
でのリッテルの講義と比較して最も注目すべき点は，ス
ロイスがわが国で初めて「電磁気学」の講義をしていた
事である。江戸時代にはエレキテルやボルタ電池がすで
にもたらされていたことはよく知られた事であるが，ま
とまった科学としての講義は初めてのものであった。従
来，わが国の科学の草創期は明治２年の大阪舎密局での
ハラタマの講義，「理化新説」と続く明治３年１２月から
のリッテルの講義｢化学日記｣｢物理日記｣によって始まっ
たとされていた（１，３３)。しかし，彼等と同時期に行わ
れたスロイスの講義がより最新の西欧の科学をわが国に
紹介したものであった。第二にスロイスが究理学の講義
コンパス，３.磁石の吸引と反発の法則，
４．磁化の方法
BookⅨ摩擦電気１．基礎的原理，２電気作
用の定量的法則，３．自然状態の物体に
たし､する荷電物体の作用,_誘導電気 と電
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気定数の測定，１０．動物電気
この様に,すべての項目の講義が行われていたのである。
X-1の「ボルタパイルとその改良」では「バッテーレ」
として，ボルタ電池，バッテーレの張力，ワーラストン
電池，ザンボニー電池，固定電池，ダニエル電池，グロー
ブ電池，ブンゼン電池，マンダレー電池|こって説明され
ていた。当時はまだ電子の考え，電子の発見が行われて
いなかったために，電極反応や其の他の電気現象に対す
る電子での説明は行われてはいなく，｢物質の中には正と
負の流動体が存在する」として，この流れにより電気現
象を説明していた。また，電池の起電力の定性的な表現
は見られるが，定量的な表現（ボルト）はまだ行われて
いなかった。１８９７年のガノーのテキスト１４版では起電
力をボルトで表していた（20)。スロイスの引用した機器
図の中の幾つかはガノーのテキストには見られない。こ
れらの図はミユラーのテキスト（２５，２６，３０）に見られ
るものである｡参考にした本書は１８８１年に出版された８
版であることから，これ以前の旧版が用いられたと考え
られる。わが国での本格的な一般物理学の本は明治１３
年の東京大学での飯盛挺造蟇訳「物理学」であると言わ
れているが，その下篇には「磁石力，摩擦電気，瓦爾華
尼電気，気中現象」が含まれていた（34)。本書にはスロ
イスの講義に見られる同じ図（図８と図９）が掲載され
ている。本書はミュラー）アイゼンロールの物理学書の
翻訳と記されているが詳細は分からない。
リッテルの「物理日記」は明治15年(1882)にも再版さ
れていること，ガノーの「大物理」が盛んに使用された
のは後の高等学校が出来てからであった事から，本格的
に使用されたのは随分後のことであったのである。
以上，スロイスが明治４年に金沢医学館で行った「究
理学」の講義は，今回は電磁気学に限って記したが，画
期的なものであり，関係した従来の科学史を塗り替えね
ばならないことが明らかとなった。
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